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今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
主張　「上郡町と赤穂市の産廃建設計画
県は民意を受け止めよ」 ２面

研
面
究 ８面

保険診療のてびき　「病院歯科における院
内感染対策の現状と課題―新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）対策を中心に―」

６面
医科・歯科保険請求Q&A　「10月より『電子
的保健医療情報活用加算』廃止と『医療情報
・システム基盤整備体制充実加算』の新設」

2021年国保保険証交付等に関する
県内市町調査結果 ３面

税経部より「税務調査の心構え」 ６面

初
回
10
／
１
放
送
の

西
山
理
事
長
（
左
）

と
寺
谷
さ
ん　
　
　

お申し込み・お問い合わせは事務局・吉永（☎078ー393ー1809）まで

刺
す
る
言
葉
の
ア
ー
ト
だ
。
近
頃

め
っ
き
り
〝
国
葬
〞
を
お
題
に
し

た
も
の
が
多
い
。
ち
ょ
っ
と
ご
紹

介
を
▼
〝
国
葬
に
桜
の
思
い
出
添

え
ま
し
た
〞
葬
儀
に
故
人
の
思
い

出
話
は
付
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
人
の
桜
の
思
い
出
と
い
え
ば
、

き
れ
い
な
言
葉
と
は
裏
腹
の
、
モ

リ
カ
ケ
桜
で
あ
る
。
数
々
の
黒
い

疑
惑
を
不
問
に
し
て
葬
っ
て
し
ま

う
の
か
。
な
ぜ
こ
の
人
が
国
葬
な

の
か
？　

納
得
で
き
る
説
明
が
な

い
▼
〝
２
億
半
16
億
半
あ
と
は
時

価
〞
国
葬
に
か
か
る
費
用
を
問
わ

れ
、
初
め
は
２
・
５
億
円
と
言
っ

て
い
た
の
が
、
い
つ
の
間
に
や
ら

16
・
５
億
円
に
、
い
や
い
や
、
い

く
ら
か
か
る
か
分
か
ら
な
い
「
時

価
」。
使
わ
れ
る
の
は
私
た
ち
の

大
切
な
税
金
で
あ
る
。
法
的
根
拠

も
な
い
〝
国
葬
〞
に
税
金
を
使
っ

て
い
い
の
か
？　

生
活
に
苦
し
む

国
民
の
怨
嗟
の
声
が
上
が
る
▼

〝
ズ
ブ
ズ
ブ
の
本
家
を
国
葬
す
る

悪
寒
〞
い
や
あ
、
事
件
を
契
機
に

出
て
く
る
わ
出
て
く
る
わ
、
統
一

教
会
と
政
治
家
の
ズ
ブ
ズ
ブ
の
関

係
。
そ
の
頂
点
に
い
た
の
が
こ
の

人
で
あ
る
。
自
民
党
は
、
本
気
で

絶
縁
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
だ
ろ

う
、
甘
い
調
査
で
お
茶
を
濁
す
。

カ
ル
ト
宗
教
と
政
権
の
癒
着
、
垣

間
見
え
た
政
治
の
深
層
に
寒
気
が

す
る
▼
〝
葬
列
の
前
に
伸
び
て
く

デ
モ
の
列
〞
日
増
し
に
強
ま
る

「
国
葬
中
止
」
の
声
。
各
種
世
論

調
査
で
も
反
対
が
過
半
数
を
超
え

る
。
本
号
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届

く
の
は
国
葬
の
日
あ
た
り
か
、
当

日
は
各
地
で
抗
議
の
集
会
も
予
定

さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
仕
事
で
行

け
な
く
て
も
、
心
は
デ
モ
に
参
加

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
テ
ロ
に

も
、
国
葬
に
も
反
対
と
。 

（
星
）

　

某
全
国
紙
は
毎
日

読
者
の
川
柳
を
載
せ

て
い
る
。
秀
作
揃
い

で
、
お
も
し
ろ
い
。

17
文
字
で
世
相
を
風

秋
の
共
済
制
度
普
及　

好
評
受
付
中

秋
の
共
済
制
度
普
及　

好
評
受
付
中
!!
（
７
面
に
案
内
）

（
７
面
に
案
内
）

秋
の
組
織
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト

秋
の
組
織
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト

さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

７
７
３
０
人
を
め
ざ
し
ま
す

７
７
３
０
人
を
め
ざ
し
ま
す

組
織
部
長　
　

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

宮
武　

博
明

ラ
ジ
オ
関
西
「
医
療
知
ろ
う
！
」

医
療
・
健
康
の
情
報
を
発
信

医
療
・
健
康
の
情
報
を
発
信

　

２
０
１
０
年
か
ら
継
続
し
て
、
毎
年
10
月

か
ら
３
月
に
放
送
し
て
き
た
ラ
ジ
オ
関
西
番

組
コ
ー
ナ
ー
「
医
療
知
ろ
う
！
」
が
、
今
年

も
ス
タ
ー
ト
す
る
。
今
年
は
放
送
時
間
・
番

組
名
が
変
更
と
な
り
、
毎
週
土
曜
日
20
時
頃

か
ら
約
10
分
間
、「
寺
谷
一
紀
の
ケ
ン
コ
ー

法
師
」
内
で
の
放
送
と
な
り
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
の
寺
谷
一
紀
さ
ん
の
進
行
で
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
・
健
康
情
報
を
発
信
す
る
予
定
。
本

号
４
〜
５
面
が
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
取
り
外
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
待
合
室
な
ど
に
掲

示
を
お
願
い
し
た
い
。

放
送
は
毎
週
土
曜
日
20
時
頃
か
ら
に

　

番
組
名
・
放
送
時
間
が
変
わ
っ

て
も
、「
医
療
知
ろ
う
！
」
コ
ー

ナ
ー
の
内
容
は
継
続
す
る
。
本
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
毎
週
協
会
の
役
員

・
会
員
が
出
演
し
て
、
心
不
全
や

訪
問
歯
科
診
療
な
ど
の
医
療
情
報

か
ら
、
医
療
費
抑
制
政
策
や
マ
イ

ン
サ
ー
時
代
か
ら
長
年
に
わ
た

り
、
医
療
問
題
を
取
材
し
、
医
療

問
題
に
詳
し
い
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

の
寺
谷
一
紀
さ
ん
が
進
行
を
務

め
、
難
し
い
話
題
も
分
か
り
や
す

く
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
好
評
を

博
し
て
い
る
。

　

毎
週
、
リ
ス
ナ
ー
か
ら
は
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
や
疑
問
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
れ
に
応
え
る
形
で
随
時
テ

ー
マ
設
定
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年

も
、「
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
ア

ス
ベ
ス
ト
の
危
険
を
知
り
ま
し

た
」「
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
仕
事
柄
、
手
荒
れ
が
悩
み
だ

っ
た
の
で
」「
75
歳
以
上
の
人
が

２
割
負
担
、
条
件
付
き
と
は
い

え
、
ひ
ど
い
国
で
す
よ
ね
。
何
の

た
め
に
消
費
税
も
上
げ
て
い
る
ん

で
し
ょ
う
」「
初
め
て
聞
き
ま
し

た
が
、
心
の
病
の
話
は
参
考
に
な

り
ま
し
た
」
な
ど
、
多
く
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

放
送
は
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
で

も
ア
プ
リ
「
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｋ
ｏ
」
か

ら
聞
く
こ
と
が
で
き
、
聞
き
逃
し

て
も
、
後
日
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に

動
画
が
ア
ッ
プ
さ
れ
、
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

※
本
号
４
・
５
面
が
ラ
ジ
オ
番
組

の
告
知
ポ
ス
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
機
関
の
待
合
室
な
ど
に

掲
示
し
て
、
番
組
を
お
知
ら
せ
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

出演者募集中!!
　医療に関する幅広いテーマで、
「医療知ろう！」に出演いただける
会員の先生を募集中です。収録は原
則、木曜日の夜となります。
　詳細は、☎078ー393ー1807までご
連絡ください。

　

協
会
は
、
10
月
か
ら
「
秋
の
組

織
強
化
月
間
」
に
取
り
組
み
、
会

員
数
７
７
３
０
人
の
達
成
を
め
ざ

し
ま
す
（
９
月
15
日
現
在
７
７
０

７
人
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
第
７
波
の

感
染
拡
大
や
物
価
高
騰
な
ど
で
、

医
療
経
営
は
逼
迫
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
岸
田
政
権
は
、
多
く
の
患

者
・
国
民
の
反
対
の
声
を
無
視

し
、
10
月
か
ら
「
75
歳
以
上
の
患

を
押
し
付
け
、
さ
ら
な
る
医
療
費

抑
制
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

協
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
し
て
会
員
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
マ
ス
コ
ミ
等
を
通

じ
て
医
療
現
場
の
実
態
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
国
や
行
政

に
対
し
医
療
提
供
体
制
を
支
え
る

財
政
措
置
の
拡
充
を
求
め
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
ラ
ジ
オ
関
西

「
医
療
知
ろ
う
！
」
に
取
り
組
む

な
ど
、
地
域
住
民
と
協
力
し
て
安

心
・
安
全
の
医
療
の
実
現
に
向
け

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

会
員
数
７
７
０
０
人
を
超
え
、

ま
す
ま
す
「
頼
り
に
な
り
役
に
立

つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
す
る
協

会
」
へ
の
期
待
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

保
険
請
求
や
審
査
・
指
導
相

談
、
各
種
の
研
究
会
の
開
催
、
新

規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
、
税
務
・
雇
用

・
開
業
相
談
等
、
会
員
サ
ー
ビ
ス

の
い
っ
そ
う
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　

今
秋
の
共
済
制
度
募
集
も
開
始

し
ま
し
た
。
実
績
の
保
険
医
年

金
、
大
き
く
制
度
改
善
し
た
休
業

保
障
制
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
も

手
厚
く
保
障
し
「
加
入
し
て
い
て

よ
か
っ
た
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
断
然
安
い
保
険
料
と

高
配
当
の
グ
ル
ー
プ
保
険
、
団
体

割
引
き
の
自
動
車
・
火
災
保
険
を

は
じ
め
と
し
た
損
害
保
険
他
、
あ

ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
協
会

事
業
が
、
み
な
さ
ま
の
期
待
に
応

え
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
知
り
合
い
の
開
業

医
、
勤
務
医
、
ご
子
弟
に
入
会
を

お
勧
め
く
だ
さ
い
。

　

先
生
方
の
よ
り
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

者
窓
口
負
担
２
倍

化
」
の
強
行
や
、

来
年
４
月
か
ら
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
義
務

化
な
ど
、
患
者
、

医
療
機
関
へ
負
担

日　時　11月６日（日）８時30分　神戸三宮　集合
旅　程　 ①「9:45～12:30／鶉野飛行場跡／加西市」で航空隊飛行科飛行指揮所跡、平

和祈念の碑、紫電改現寸大模型（写真）などのツアーガイドによる解説⇒②
「13:00～14:15／もちむぎのやかた／福崎町」でご昼食・お買い物⇒③「14:45
～15:45／法華寺・一乗寺／加西市」にご参詣⇒神戸三宮（17:00）

参加費　 １万円（昼食代・防空壕シアター見学料込／飛行場跡に現地集合・解散の場合
3000円）

定　員　 20人（手指消毒、換気など感染対策の上、大型バスで密を避けて移動します）

文化部　秋の平和バスツアー

鶉
うずら

野
の

飛行場跡で防空壕、滑走路を見学
“もちむぎ麺”に舌鼓＆名刹・一乗寺を訪ねる

本紙同封の
ポスター

今年もやります！

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
保
険
証
利
用
、

後
発
医
薬
品
の
供

給
不
足
な
ど
の
医

療
政
策
の
問
題
点

ま
で
、
医
療
や
健

康
に
関
す
る
幅
広

い
話
題
を
取
り
上

げ
、
発
信
す
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
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中村税理士が国税庁で働いて
いた経験を生かして解説　　

　

ま
だ
コ
ロ
ナ
第
７
波
の
襲
来
も

実
感
が
う
す
く
、
暇
な
週
末
で
あ

っ
た
た
め
（
不
謹
慎
）
お
膝
元
の

北
阪
神
支
部
経
営
対
策
研
究
会
に

参
加
し
た
。

　

生
来
数
字
と
り
わ
け
会
計
は
苦

手
だ
が
、
令
和
３
年
度
（
令
和
４

年
３
月
申
告
分
）
の
保
険
診
療
は

一
昨
年
度
と
比
較
し
て
著
減
す
る

も
、
自
院
の
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種

の
委
託
や
市
集
団
接
種
会
場
の
個

人
出
務
や
補
助
金
収
入
が
加
わ

り
、
令
和
元
年
度
や
激
減
し
た
令

和
２
年
度
と
は
素
人
目
に
も
様
変

わ
り
し
た
申
告
書
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
税
務
調
査
と
い
う
言
葉
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

講
師
の
中
村
先
生
は
長
年
国
税

局
で
所
得
税
・
法
人
税
の
税
務
調

査
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら

れ
た
た
め
、
最
近
の
税
制
改
正
や

税
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
関
係
か

ら
、
調
査
の
時
期
・
期
間
、
自
費

収
入
、
消
費
税
の
収
入
や
経
費
の

注
視
し
て
い
る
各
項
目
に
つ
い
て

な
ど
、
税
務
署
側
が
考
え
る
税
務

調
査
に
つ
い
て
広
く
解
説
い
た
だ

い
た
。

　

ま
た
調
査
を
受
け
る
側
の
税
務

職
員
へ
の
応
対
に
つ
い
て
も
、
カ

で
代
用
す
る
よ
う
に
お
願
い
す
る

よ
う
説
明
さ
れ
た
。
特
に
コ
ロ
ナ

禍
で
は
長
期
未
接
触
の
対
象
へ
の

調
査
は
減
少
し
、
先
述
の
収
入
や

経
費
の
仕
訳
項
目
等
に
着
目
し

て
、
申
告
税
額
か
ら
増
差
の
見
込

め
る
対
象
に
絞
る
方
針
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
あ
っ

た
が
、
質
疑
応
答
で
は
出
席
者
全

員
の
全
質
問
に
的
確
に
回
答
さ

れ
、
司
会
者
の
工
藤
大
八
郎
先
生

ル
テ
等
の
個

人
情
報
の
開

示
は
任
意
で

あ
り
、
不
必

要
な
こ
と
や

不
明
確
な
こ

と
は
即
答
を

避
け
、
反
面

調
査
の
同
意

も
提
出
書
類

か
ら
も
ご
自
身
の
豊
富
な
経
験

を
、
会
計
の
門
外
漢
の
小
生
に
明

快
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
の

講
演
会
で
税
務
調
査
の
実
態
に
少

し
は
近
づ
い
た
よ
う
で
あ
り
、
明

日
か
ら
は
「
突
然
の
税
務
調
査
、

こ
う
対
応
」
で
臨
め
た
ら
と
思
っ

た
講
演
で
あ
っ
た
。

 

【
伊
丹
市　

Ｈ
】

※
本
紙
６
面
に
「
税
務
調
査
の
心

構
え
」
掲
載

　

北
阪
神
支
部
は
７
月
16
日
に
経
営
対
策
研
究
会
を
伊
丹
市
内
で

開
催
し
、
４
人
が
参
加
し
た
。
神
戸
共
同
経
理
事
務
所
の
中
村
明

税
理
士
が
「
突
然
の
税
務
調
査
、
ど
う
対
応
〜
税
務
調
査
の
対
策

に
つ
い
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹

介
す
る
。

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

会
員
訃
報

前
田　

忠
一
先
生

灘
区　

内
・
小
・
放
科

７
月
27
日　

享
年
84
歳

感 想 文 北
阪
神
支
部　

経
営
対
策
研
究
会

北
阪
神
支
部　

経
営
対
策
研
究
会

〝
突
然
の
税
務
調
査
、

 

こ
う
対
応
〞

　

上
郡
町
と
赤
穂

市
の
市
町
境
に
、

産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い

上
郡
町
と
赤
穂
市
の
産
廃
建
設
計
画

県
は
民
意
を
受
け
止
め
よ

る
。
７
月
10
日
、
参
議
院
選
挙

と
同
日
に
上
郡
町
で
行
わ
れ
た

こ
の
産
廃
施
設
の
建
設
の
賛
否

を
問
う
住
民
投
票
で
は
、「
反

対
」
が
有
効
投
票
数
の
79
％
と

圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
。
11

日
、
上
郡
町
の
梅
田
修
作
町
長

は
事
業
者
に
対
し
計
画
断
念
を

要
請
す
る
と
と
も
に
、
結
果
を

真
摯
に
受
け
止
め
る
よ
う
県
に

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　

当
該
の
最
終
処
分
場
は
管
理

型
処
分
場
で
あ
り
、
廃
棄
物
か

ら
発
生
す
る
汚
水
を
処
理
し
て

放
流
す
る
こ
と
と
な
る
。
受
け

入
れ
る
予
定
の
産
業
廃
棄
物
に

は
水
銀
や
ア
ス
ベ
ス
ト
も
含
ま

れ
る
。
２
０
１
８
年
に
事
業
者

が
県
に
提
出
し
た
事
前
協
議
書

に
よ
る
と
、
産
廃
施
設
の
排
水

は
千
種
川
水
系
の
梨
ヶ
原
川
に

産
廃
に
は
有
害
な
も
の
や
長
期

安
全
性
の
不
透
明
な
も
の
が
増

え
て
き
て
い
る
。
管
理
型
最
終

処
分
場
で
も
15
年
か
ら
20
年
で

満
杯
と
な
っ
た
後
は
、
今
で
は

全
く
不
十
分
と
し
か
言
え
な
い

廃
止
基
準
を
満
た
せ
ば
、
法
的

に
は
そ
の
後
２
年
間
程
度
の
観

察
期
間
を
経
て
、
跡
地
利
用
が

可
能
に
な
る
。
産
廃
が
無
に
帰

す
る
こ
と
は
な
く
、
何
十
年
を

経
て
な
お
も
有
害
物
質
を
排
出

す
る
可
能
性
が
あ
っ
て
も
、
監

視
・
管
理
体
制
は
ほ
と
ん
ど
な

い
状
況
と
な
る
。

　

林
業
の
衰
退
、
少
子
高
齢

化
、
人
口
流
出
・
過
疎
化
に
苦

し
む
地
方
の
山
間
地
に
産
廃
が

根
を
生
や
し
、
自
然
環
境
破
壊

や
水
質
汚
染
、
乱
開
発
や
盛
り

土
に
よ
る
災
害
誘
発
が
起
こ
っ

て
い
る
。
政
治
の
貧
困
、
怠
慢

に
対
し
、
一
人
ひ
と
り
が
主
権

者
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
で
あ

る
。

の
同
社
所
有
山
林
で
の
中
間
処

理
施
設
建
設
の
可
能
性
も
取
り

ざ
た
さ
れ
て
お
り
、
民
意
を
無

視
し
て
強
行
し
よ
う
と
す
る
態

度
は
、
決
し
て
容
認
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
。

　

県
は
赤
穂
市
長
の
意
見
照
会

へ
の
回
答
、
こ
の
住
民
投
票
の

結
果
を
重
く
受
け
止
め
、
地
域

住
民
の
民
意
を
尊
重
し
、
危
険

で
住
民
の
健
康
を
害
す
る
可
能

性
の
あ
る
産
廃
施
設
の
建
設
を

許
可
す
べ
き
で
は
な
い
。

産
廃
処
理
の

あ
り
方
か
ら
見
直
し
を

　

日
本
で
は
製
造
業
に
お
い

て
、
ま
だ
ま
だ
産
業
廃
棄
物
処

理
を
念
頭
に
生
産
・
建
造
時
の

検
討
が
最
大
限
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
十
分
で
は
な
く
、
補
修
・

修
理
・
再
利
用
・
再
建
よ
り
も

新
規
・
新
設
・
消
費
が
好
ま
れ

る
風
潮
が
あ
り
、
産
廃
の
減
量

は
遅
れ
て
い
る
。
産
廃
の
大
部

分
は
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
る
。

の
取
材
に
「（
有
権
者
の
53
％

が
「
反
対
」
に
投
票
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
）
逆
に
言
え
ば
半

数
近
い
人
は
「
反
対
」
に
は
投

じ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
今

の
と
こ
ろ
事
業
を
撤
退
す
る
考

え
は
な
く
、
粛
々
と
手
続
き
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　

建
設
許
可
後
の
周
辺
地
域
で

　

事
業
者
の
東
洋
開
発
工
業
所

（
大
阪
府
豊
能
町
）
は
建
設
許

可
後
、
大
栄
環
境
グ
ル
ー
プ
の

１
０
０
％
子
会
社
に
な
る
こ
と

を
明
言
し
て
お
り
、
上
郡
町
の

有
識
者
会
議
で
は
名
義
貸
し
だ

と
指
摘
さ
れ
た
。
同
社
は
建
設

を
強
行
す
る
姿
勢
を
露
わ
に
し

て
お
り
、
11
日
に
は
赤
穂
民
報

放
出
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
千

種
川
の
水
は
水
道
水
や
農
業
用

水
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
も
の

で
、
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
、
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時

の
対
策
を
含
め
、
周
辺
住
民
か

ら
強
い
不
安
の
声
が
出
さ
れ
て

い
た
。
２
０
１
５
年
に
赤
穂
市

議
会
は
「
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
建
設
に
反
対
す
る
都
市
宣

言
」
を
全
会
一
致
で
議
決
し
て

お
り
、
赤
穂
市
長
は
「
当
該
地

区
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
設
置
は
、
市
民
の
財

産
で
あ
る
自
然
を
毀
損
し
、
市

民
の
生
命
を
も
脅
か
す
恐
れ
の

あ
る
計
画
で
あ
り
、
望
ま
し
く

な
い
も
の
と
考
え
ま
す
」
と
県

に
意
見
し
て
い
る
。

歯
科
診
療
所
譲
渡
①

◇
住
所　

宝
塚
市
中
洲
１
―

９
―
21

◇
鉄
骨
使
用
／
状
態
良
好
／

立
地
・
景
観
良
好

◇
委
細
面
談
の
上

歯
科
診
療
所
譲
渡
②

◇
住
所　

加
古
川
市
加
古
川

町◇
１
階
30
坪
／
駐
車
場
あ
り

◇
委
細
面
談
の
上

◇
い
ず
れ
も
お
問
い
合
わ
せ

は
、
☎
078
―
393
―
１
８
０
９

　

石
本
・
吉
永
ま
で

　もともと内科医であった演者にとって小児診療は、診察しにくく、急変
が多い学びにくい診療科でした。しかし、内科医時代の経験は、こどもを
みる時にも、病歴と身体診察を重視した臨床推論や風邪とその周辺疾患の
理解にそのまま活かすことができています。むしろ、こどもの診療であっ
ても腹部診察や心臓聴診においては、内科医のほうが有利ではないかと思
います。
　一方、バイタルサインの解釈や小児特有の疾患については改めて理解し
ておく必要があります。成人では稀な病態である開腹歴のないイレウスや
急な呼吸不全からの心停止を小児では念頭に置く必要があります。出生歴
やアレルギー歴もより重要です。それに加えて、思春期の診療では、内科
医も小児科医も苦手な人が多い、難しい分野ですからそれぞれの連携が必
要です。
　今回のセミナーでは、内科医としての経験をどのように小児科診療に役
立てるのかをお話ししたいと思います。 【児玉　記】

内科医のスキルを使った
こどもの診療

日　時　10月22日（土）17時～
会　場　協会５階会議室・Zoomによるオンライン視聴
※講師は来場せずZoomによる講演となります。
※ 会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願いして
おりますが、インターネット環境その他でZoom視聴が困難な場合はご
来場ください。
講　師　医療法人明雅会　こだま小児科（和歌山県岩出市）理事長
 児玉　和彦先生
参加費　無料

URL（https://is.gd/8qxFA1）またはQRコードから
お申し込みください。案内メールが送付されます。
来場参加の申し込みは☎078－393－1840まで

第590回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

保険医協会へのお問い合わせは  　　　　　
便利な直通電話（ダイヤルイン）をご利用ください

共済制度・融資

078－393－1805

医科　指導相談
研究会活動　　
078－393－1840

医科　入会
開業相談　

078－393－1817

歯科・文化

078－393－1809

政策・新聞・反核平和
環境公害・税務経営・国際
078－393－1807

代表
078－393－1801
FAX
078－393－1802

医科　診療報酬算定・減点返戻　　078－393－1803
受付時間　平日　10時～12時、14時～16時

支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内

「混乱の時代を生きるためのファクトチェック」
日　時　10月８日（土）14時開場　14時30分開演
会　場　西宮市立勤労会館大ホール
講　師　NPOメディア「InFact」編集長、大阪芸大短期大学部客員教授
 立岩陽一郎さん

■西宮・芦屋支部■設立40周年記念・市民公開講演会

参加をご希望の方は、☎078－393－1807まで
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未
交
付
率　

尼
崎
７
％

西
宮
４
・
７
％

　

保
険
証
未
交
付
数
（
保
険
証
の

交
付
対
象
世
帯
総
数
か
ら
保
険
証

交
付
済
み
数
を
除
い
た
数
）
は
県

全
体
で
１
万
２
７
７
２
世
帯
、
未

交
付
率
は
被
保
険
者
世
帯
比
で
１

・
８
％
と
な
っ
た
。

　

少
な
く
な
い
兵
庫
県
民
が
手
元

に
保
険
証
が
な
く
、
必
要
な
治
療

を
受
け
難
い
「
無
保
険
」
状
態
と

な
っ
て
い
る
現
状
は
、「
国
民
皆

保
険
制
度
」
と
は
言
い
難
く
、
早

急
な
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　

特
に
、
尼
崎
市
で
７
・
０
％
、

西
宮
市
で
４
・
７
％
、
芦
屋
市
で

４
・
１
％
、
姫
路
市
で
３
・
６
％

と
、
依
然
と
し
て
都
市
部
を
中
心

に
未
交
付
率
が
高
い
（
図
１
）。

　

一
方
、
未
交
付
率
の
増
減
を
見

る
と
、
昨
年
度
調
査
の
３
・
６
％

か
ら
大
き
く
減
少
し
て
い
る
（
図

２
）。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
神

戸
市
の
未
交
付
数
が
昨
年
の
１
万

２
４
６
９
世
帯
か
ら
、
４
３
５
世

帯
に
減
少
し
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

こ
の
理
由
に
つ
い
て
神
戸
市
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
国
保
料
滞
納

世
帯
に
交
付
さ
れ
る
、
有
効
期
間

が
短
い
短
期
保
険
証
の
発
行
方
法

を
変
更
し
た
こ
と
が
原
因
と
回
答

が
あ
っ
た
。
今
ま
で
は
保
険
料
の

滞
納
が
あ
っ
た
世
帯
は
窓
口
で
の

相
談
を
経
て
短
期
保
険
証
を
渡
し

て
お
り
、
窓
口
で
保
険
証
が
留
め

置
か
れ
て
い
る
世
帯
が
多
か
っ
た

が
、
昨
年
よ
り
資
格
証
明
書
発
行

世
帯
以
外
の
滞
納
者
に
は
年
２
回

６
カ
月
期
限
の
短
期
証
を
送
付
す

る
よ
う
に
な
り
、
未
交
付
が
減
っ

て
い
る
と
い
う
。

　

保
険
証
が
多
く
の
市
民
に
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
点
は
評
価

で
き
る
も
の
の
、
滞
納
世
帯
に
対

し
、
市
が
督
促
状
を
送
付
し
た
後

に
は
、
市
の
委
託
を
受
け
た
民
間

事
業
者
が
電
話
や
文
書
に
よ
り
催

促
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

個
別
事
情
を
把
握
し
な
い
ま
ま
、

機
械
的
な
督
促
や
差
し
押
さ
え
が

増
加
す
る
懸
念
が
あ
る
。

　

短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
数
は

３
万
３
４
７
８
世
帯
、
４
・
７
％

と
昨
年
度
か
ら
大
き
く
増
加
し
た

（
図
３
）。
こ
れ
も
前
述
の
理
由

に
よ
り
、
神
戸
市
の
発
行
数
が
昨

年
度
６
２
７
７
件
か
ら
１
万
７
３

７
９
件
と
１
万
件
以
上
増
加
し
て

い
る
影
響
が
大
き
い
。

　

医
療
機
関
窓
口
で
全
額
を
い
っ

た
ん
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

資
格
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
０
年
度
発
行
世
帯
数
は
７
９
１

１
世
帯
、
１
・
１
％
と
な
り
（
図

３
）、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
下
で
、

生
活
が
困
窮
す
る
な
か
で
も
発
行

率
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
資

格
証
明
書
は
、
必
要
な
医
療
機
関

受
診
の
抑
制
を
招
き
、
患
者
の
健

康
悪
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
極

め
て
高
い
。
宝
塚
市
・
丹
波
市
・

養
父
市
・
市
川
町
・
福
崎
町
の
５

市
町
は
資
格
証
明
書
を
発
行
し
て

お
ら
ず
、
当
会
は
他
市
町
に
も
資

格
証
明
書
を
発
行
し
な
い
よ
う
求

め
て
い
る
。

　

国
保
法
44
条
に
基
づ
き
、
災
害

・
事
業
の
休
廃
止
・
失
業
・
生
活

困
窮
の
場
合
に
、
医
療
費
窓
口
負

担
が
免
除
、
減
額
、
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
国
保
に
は
定
め
ら
れ
て
い

る
。
制
度
に
対
応
す
る
条
例
も
し

く
は
規
則
・
要
綱
を
全
市
町
が
設

け
て
い
る
が
、
住
民
に
周
知
さ
れ

て
お
ら
ず
、
２
０
２
０
年
度
の
利

用
者
は
わ
ず
か
５
自
治
体
22
世
帯

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

保
険
料
滞
納

６
世
帯
に
１
世
帯

　

国
に
よ
る
保
険
料
軽
減
・
免
除

制
度
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
は
、

47
万
７
７
６
３
世
帯
と
対
象
世
帯

の
66
・
３
％
に
の
ぼ
る
（
図
４
）。

　

自
治
体
に
よ
る
独
自
の
保
険
料

減
額
制
度
は
、
西
宮
市
や
神
戸

市
、
尼
崎
市
な
ど
で
２
〜
３
割
が

利
用
し
て
い
る
一
方
で
、
他
の
市

町
は
独
自
減
免
制
度
が
な
い
か
利

用
者
が
わ
ず
か
で
あ
る
。
高
す
ぎ

る
国
保
料
是
正
の
た
め
、
自
治
体

件
数
は
約
６
千
件
に
の
ぼ
る
。

　

７
割
近
く
の
加
入
者
が
減
免
制

度
を
利
用
し
、
そ
れ
で
も
保
険
料

が
高
す
ぎ
て
滞
納
が
多
い
現
状

は
、
国
保
の
制
度
設
計
自
体
の
見

直
し
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

保
険
料
の
う
ち
、
世
帯
人
数
に

よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
均
等
割
に
つ

い
て
、
国
の
制
度
と
し
て
、
今
年

４
月
か
ら
未
就
学
児
の
均
等
割
を

５
割
軽
減
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ

た
。
そ
れ
以
前
か
ら
、
市
町
独
自

の
制
度
と
し
て
、
加
西
市
と
赤
穂

市
の
２
市
町
が
軽
減
措
置
を
行
っ

て
お
り
、
国
の
制
度
導
入
に
あ
わ

せ
、
市
町
独
自
の
軽
減
措
置
を
実

施
す
る
か
聞
い
た
が
、
残
念
な
が

ら
既
存
の
２
市
以
外
は
予
定
が
な

い
と
の
回
答
だ
っ
た
。

　

診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ

ト
）
点
検
に
つ
い
て
、
民
間
業
者

委
託
を
行
っ
て
い
る
の
は
41
市
町

の
う
ち
28
市
町
と
昨
年
と
同
数
と

な
っ
た
。
う
ち
16
市
町
が
「
点
検

効
果
額
目
標
」
を
「
定
め
て
い

る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
な
お
、

「
定
め
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た

神
戸
市
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
担
当
者
よ
り
「
効
果
額
目
標

は
設
定
し
て
お
ら
ず
、
件
数
目
標

に
な
っ
て
い
る
」
と
回
答
が
あ
っ

た
。
多
く
の
市
町
が
、
数
字
あ
り

き
で
民
間
業
者
に
レ
セ
プ
ト
請
求

金
額
の
削
減
を
行
わ
せ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
大
き
な
問
題

で
あ
る
。

国
庫
負
担
の
抜
本
的
増
額
、各
自
治

体
の
法
定
外
繰
り
入
れ
の
拡
充
を

　

市
町
村
国
保
に
は
、「
年
齢
構

成
が
高
く
、
医
療
費
水
準
が
高

い
」「
無
職
・
低
所
得
者
が
多

く
、
所
得
水
準
が
低
い
」
構
造
の

た
め
、「
保
険
料
負
担
が
重
い
」

「
収
納
率
が
低
い
」
な
ど
の
問
題

が
存
在
す
る
。

　

各
市
町
は
独
自
で
法
定
外
繰
り

入
れ
を
行
い
、
保
険
料
を
引
き
下

げ
て
き
た
が
、
国
保
の
都
道
府
県

化
と
一
体
で
開
始
し
た
保
険
者
努

力
支
援
制
度
に
よ
り
、
保
険
料
収

納
率
の
向
上
や
法
定
外
繰
り
入
れ

の
削
減
が
評
価
さ
れ
、
都
道
府
県

に
交
付
金
が
傾
斜
配
分
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
繰
り
入
れ
総
額
は
、

年
々
減
少
し
続
け
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
度
に
約
１
０
２
億

円
だ
っ
た
の
が
、
２
０
２
０
年
度

に
は
約
36
億
円
と
３
分
の
１
に
な

り
（
図
５
）、
神
戸
市
な
ど
９
市

町
で
は
法
定
外
繰
り
入
れ
金
額
が

ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
保
は
市
民
の
助
け
合
い
制
度

で
は
な
く
、
憲
法
25
条
の
生
存
権

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
社
会
保
障

制
度
の
大
切
な
柱
の
一
つ
で
あ

る
。「
社
会
保
障
」
で
あ
る
国
保

の
改
善
に
は
、
構
造
的
問
題
の
解

決
と
と
も
に
、
保
険
料
引
き
下
げ

の
た
め
、
抜
本
的
な
国
庫
負
担
増

が
必
要
で
あ
り
、
同
時
に
市
町
に

は
法
定
外
繰
り
入
れ
の
増
額
も
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
保
険
料
を
負

担
し
な
い
と
い
う
理
由
で
、
給
付

に
制
限
を
も
う
け
る
制
度
は
、
低

所
得
者
を
中
心
に
、
そ
の
受
診
の

機
会
を
奪
い
か
ね
ず
、
社
会
保
障

と
し
て
は
本
末
転
倒
で
あ
り
、
廃

止
す
べ
き
で
あ
る
。

独
自
の
減
免
制
度

の
拡
充
も
必
要
で

あ
る
。

　

保
険
料
滞
納
世

帯
数
は
、
12
万
１

３
２
１
世
帯
で
、

国
保
加
入
世
帯
の

16
・
８
％
と
、
６

世
帯
に
１
世
帯
が

滞
納
し
て
お
り
、

ま
た
、
滞
納
期
間

が
１
年
６
カ
月
を

超
え
た
際
、
差
し

押
さ
え
が
行
わ
れ

る
場
合
が
あ
る

が
、
差
し
押
さ
え
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協
会
は
、
兵
庫
県
内
の
全
市
町
を
対
象
に
「
国
保
保
険
証
交
付
等

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
１
万
を
超
え
る
県
民
が
手
元

に
保
険
証
が
な
い
「
無
保
険
」
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

明
ら
か
に
し
た
。
本
調
査
は
県
内
の
国
保
の
保
険
料
滞
納
や
無
保
険

の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
１
９
８
８
年
か
ら
行
っ
て
お
り
、
30

年
連
続
で
県
下
の
全
自
治
体
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

■調査の概要
調 査 名： 国保保険証交付等についてのアン

ケート
調査時期： 2022年２～５月に兵庫県内全市町

に郵送で調査票を送付し、全市町
から回答を得た
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 国庫負担引き上げで制度改善を
図１　未交付率が高い上位10自治体

図２　保険証未交付数の推移

図３　資格証明書と短期証の交付率の推移

図５　法定外繰り入れ総額の推移

図４　減免制度利用率の推移
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税
務
調
査
の
心
構
え

調
査
は
任
意　

毅
然
と
し
た
対
応
を

コ
ロ
ナ
で
減
少
の
調
査

今
年
か
ら
平
年
並
み
に

　

医
療
機
関
へ
の
税
務
調
査
の
件

数
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
も
あ
り

近
年
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
税
務

署
は
来
年
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

実
施
と
合
わ
せ
、
本
年
か
ら
消
費

税
が
ら
み
の
調
査
件
数
を
増
や
す

な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
な
が
ら

平
年
の
調
査
件
数
に
戻
す
と
の
方

針
で
す
。
お
尋
ね
等
の
行
政
指
導

と
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
調
査
」
と
い

う
、
呼
び
出
し
に
よ
る
確
認
、
実

地
概
況
調
査
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
手
法
に
よ
り
、
調
査
以
外
の
形

で
納
税
者
と
接
す
る
機
会
を
増
や

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
通
り
、
税
務
調
査
は
任
意

調
査
で
あ
り
、
毅
然
と
し
た
対
応

が
必
要
で
す
。
事
前
通
知
か
ら
当

日
ま
で
の
対
応
で
気
を
付
け
る
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

事
前
通
知
へ
の
適
切
な
対
応
を

　

税
務
調
査
は
納
税
者
に
電
話
で

事
前
通
知
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
実
地

の
調
査
を
行
う
旨
を
通
知
し
調
査

日
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
事
前
通
知
の
内
容
は
、

調
査
担
当
者
、
場
所
、
目
的
、
対

象
と
な
る
税
目
、
調
査
の
対
象
の

で
す
。
協
会
の
事
前
通
知
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
（
協
会
事
務
局
に
ご
注

文
く
だ
さ
い
）
を
活
用
し
て
漏
れ

な
く
確
認
し
、
内
容
を
記
録
し
ま

し
ょ
う
。
協
会
・
保
団
連
で
は
、

国
税
局
や
国
税
庁
に
対
し
て
書
面

に
よ
る
事
前
通
知
を
要
求
し
て
い

ま
す
が
、
書
面
で
の
通
知
は
拒
否

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

準
備
期
間
が
短
い
場
合
に
は
、

顧
問
税
理
士
や
協
会
と
相
談
し
て

余
裕
の
持
っ
た
調
査
日
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
合
理
的
な
理
由
で
の

変
更
が
可
能
で
す
。
な
お
、
税
理

士
に
提
出
す
る
税
務
代
理
権
限
証

書
に
は
本
人
へ
の
通
知
が
省
略
さ

れ
る
チ
ェ
ッ
ク
欄
が
あ
り
ま
す

が
、
通
知
は
本
人
が
受
け
る
こ
と

が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

調
査
当
日
に
は
毅
然
と
対
応

調
査
終
了
時
の
対
応

　

調
査
当
日
は
、
税
務
署
員
に
は

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、
所

属
や
氏
名
、
調
査
理
由
、
調
査
期

間
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

を
求
め
ら
れ
て
も
応
じ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
自
費
診
療
収
入
の
額
な

ど
の
会
計
記
録
を
診
療
記
録
で
あ

る
カ
ル
テ
に
は
記
さ
な
い
よ
う

に
、
日
常
か
ら
の
注
意
も
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

「
お
尋
ね
」文
書
に
ご
注
意
を

　

税
務
署
は
「
申
告
内
容
の
お
尋

ね
」
と
い
っ
た
行
政
指
導
文
書
を

送
付
し
て
呼
び
出
す
な
ど
、
納
税

者
と
の
接
触
を
増
や
し
て
い
ま
す

が
、
行
政
指
導
は
法
律
上
「
任
意

の
協
力
に
よ
っ
て
」
実
施
す
る
も

の
で
す
。
応
じ
な
い
た
め
に
不
利

益
な
取
り
扱
い
を
行
う
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
易
に

回
答
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

調
査
の
通
知
の
際
に
は
協
会

（
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
）
や
税

理
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
前

通
知
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
ご
入
用

の
場
合
も
、
協
会
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

あ
く
ま
で
税
務
調
査
は
任
意
調

査
で
す
。
納
税
者
の
同
意
を
得
て

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
調

査
時
は
金
庫
・
机
の
引
き
出
し
・

ス
マ
ホ
・
私
物
等
を
勝
手
に
調
べ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば

「
パ
ソ
コ
ン
を
見
せ
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
て
も
触
ら
せ
ず
、
必
要

な
部
分
の
み
印
字
し
て
示
し
ま
し

ょ
う
。

　

書
類
の
持
ち
帰
り
や
コ
ピ
ー
を

求
め
ら
れ
て
も
応
じ
る
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。
書
類
を
撮
影
し
た

り
、
デ
ー
タ
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
な

ど
で
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
こ
と
も

必
ず
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

不
当
な
調
査
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
に
も
、
メ
モ
や
録
音
を
と

り
、
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
臨
場
時
の
や
り
取
り
に

つ
い
て
「
質
問
応
答
記
録
書
」
の

作
成
協
力
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
法
律
上
の
強
制
力

は
あ
り
ま
せ
ん
。
訴
訟
と
な
っ
た

場
合
に
税
務
署
側
の
「
証
拠
資

料
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
安
易
に

サ
イ
ン
（
押
印
）
は
せ
ず
、
内
容

は
必
ず
確
認
し
、
問
題
点
は
指
摘

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
税
務
署

は
調
査
終
了
時
は
、
問
題
点
が
な

け
れ
ば
そ
の
旨
な
ど
、
必
ず
調
査

結
果
の
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
修
正
す
べ
き
事
項
は
納

得
で
き
る
ま
で
話
し
合
い
を
持
つ

こ
と
、
修
正
申
告
書
の
勧
奨
が
あ

っ
て
も
、
安
易
に
サ
イ
ン
（
押

印
）
に
応
じ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。カ

ル
テ
開
示
に
は
応
じ
な
い

　

医
師
・
歯
科
医
師
は
、
医
師
法

・
歯
科
医
師
法
と
は
別
に
、
刑
法

等
に
よ
り
厳
格
な
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の

個
人
情
報
を
含
む
カ
ル
テ
の
開
示

１． 事前通知の内容をチェックシ
ートで確認

２． 無予告の調査は理由を問いた
だし、日を改めさせる

３． 捜査令状のない調査はすべて
任意調査

４． 調査の理由を確かめ問題点を
明らかにして対応

５． 立会人を置き、メモや録音で
内容を確認

６． 帳簿等の持ち帰りは断り、現
場での調査を徹底させる

７． 任意調査でカルテ提示の義務
はない

８． 承諾のない反面調査には強く
抗議を

９． 調査に関係ない場所への立ち
入りは断る

10． 調査終了時には書面等による
納得のいく説明を求める

〈税務調査10のポイント〉

月刊保団連臨時増刊号

『保険医への税務調査
 2018年改訂版』

事前通知チェックシートや心構え
など、税務調査への備えとなる１
冊。会員頒価1000円（送料込）。
ご注文は、税経部☎078－393－
1807まで

注
文
受
付
中
!!

医科・歯科保険請求

10月より 「電子的保健医療情報活用加算」廃止と
「医療情報・システム基盤整備体制充実加算」の新設

Ｑ１　今年４月の診療報酬改定で新設
された「電子的保健医療情報活用加
算」（７点、情報取得が困難な場合等
は３点）は、９月末で廃止されるの
か。
Ａ１　そのとおりです。同加算は９月

　以下、厚労省事務連絡（2022年９月
５日付）より抜粋・改編
Ｑ２　オンライン資格確認を導入し、
運用開始日の登録を行った上で、実際
に運用を開始した日から算定可能とな
るのか。
Ａ２　そのとおりです。
Ｑ３　オンライン資格確認等システム
を通じて情報の取得を試みた結果、患
者の診療情報が存在していなかった場
合の算定は、どうすればよいか。
Ａ３　医療情報・システム基盤整備体
制充実加算２を算定します。
Ｑ４　患者が診療情報の取得に同意し
なかった場合の算定は、どのようにす
ればよいか。また、患者の個人番号カ
ードが破損等により利用できない場合
や患者の個人番号カードの利用者証明
用電子証明書が失効している場合の算
定は、どのようにすればよいか。
Ａ４　いずれの場合も、医療情報・シ
ステム基盤整備体制充実加算１を算定
します。
Ｑ５　施設基準を満たす医療機関の医
師が情報通信機器を用いて初診を行う
場合や往診で初診を行う場合、歯科医
師が歯科訪問診療で初診を行う場合は
算定できるか。
Ａ５　算定できません。
Ｑ６　施設基準等において、「ホーム
ページ等に掲示」することとされてい
るが、具体的にはどのようなことを指
すのか。
Ａ６　例えば、
・当該保険医療機関のホームページへ
の掲載
・自治体、地域医師会・歯科医師会等
のホームページまたは広報誌への掲載
・医療機能情報提供制度等への掲載
　等が該当します。
Ｑ７　別紙様式54（歯科は別紙様式
５）を参考とした初診時問診票は、初
診料を算定する初診において用いるこ
とでよいか。
Ａ７　そのとおりです。その他、小児
科外来診療料、外来リハビリテーショ
ン診療料、外来放射線照射診療料、小
児かかりつけ診療料及び外来腫瘍化学
療法診療料（歯科は外来リハビリテー

末で廃止され、下記のとおり「医療情
報・システム基盤整備体制充実加算」
が新設されました。10月より算定でき
ます。算定するには施設基準を満たす
必要があります（厚生局への届出は不
要）。

ション診療料、外来放射線照射診療料
及び外来腫瘍化学療法診療料）を算定
する診療においても、医療情報・シス
テム基盤整備体制充実加算を算定する
ときには、別紙様式54（歯科は別紙様
式５）を参考とした初診時問診票を用
います。
Ｑ８　初診時問診票の項目について別
紙様式54（歯科は別紙様式５）を参考
とするとあるが、当該様式と同一の表
現であることが必要か。また、当該様
式にない項目を問診票に追加してもよ
いか。
Ａ８　別紙様式54（歯科は別紙様式
５）は初診時の標準的な問診票（紙・
タブレット等媒体を問わない。以下
「問診票」という）の項目等を定めた
ものであり、必ずしも当該様式と同一
の表現であることを要さず、同様の内
容が問診票に含まれていればよいとさ
れています。また、必要に応じて、当
該様式にない項目を問診票に追加する
ことも差し支えありません。なお、患
者情報の取得の効率化の観点から、オ
ンライン資格確認により情報を取得等
した場合、当該方法で取得可能な情報
については問診票の記載・入力を求め
ない等の配慮を行うこととされていま
す。
Ｑ９　初診時問診票の項目について別
紙様式54（歯科は別紙様式５）を参考
とするとあるが、令和４年10月１日よ
り新たな問診票を作成し使用する必要
があるか。
Ａ９　必ずしも新たな問診票を作成す
ることは要しませんが、別紙様式54
（歯科は別紙様式５）に示された問診
票の項目等が、医療機関においてすで
に使用している問診票に不足している
場合は、不足している内容について別
紙として作成し、すでに使用している
問診票とあわせて使用することとされ
ています。

別紙様式54（医科） 別紙様式５（歯科）

点数点数 「１」４点 「２」２点

算
定
要
件

算
定
要
件

〇 施設基準を満たす医療機関で初診
を行った場合　※「２」以外の場合

〇 「１」であって、オンライン資格確認
等により診療情報を取得等した場合

〇 施設基準の体制を有していることを掲示し、必要に応じて患者に対し
て説明する。

〇 患者への初診時問診票の項目について、医科は別紙様式54、歯科は別
紙様式５を参考とする。

施
設
基
準

施
設
基
準

○ 次の事項を当該医療機関・薬局の見やすい場所及びホームページ等に
掲示している（対象はオンライン請求を行っている医療機関）。
　① オンライン資格確認を行う体制を有していること（厚労省ポータル
サイトに運用開始日の登録を行うこと）。

　② 患者に対して、薬剤情報、特定健診情報その他必要な情報を取得・
活用して診療等を行うこと。

【新設】医療情報・システム基盤整備体制充実加算（月１回）
（医科：初診料の注15／歯科：初診料の注13）

期
間
・
帳
簿

書
類
な
ど
11

項
目
に
わ
た

り
ま
す
。
通

知
と
異
な
る

調
査
は
違
法
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洲
本
市　
　

雜
賀　
　

聰

灘
区　
　

岡
本　

好
司

宝
塚
市
・
歯
科　
　

高
島　

俊
永

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
問
題
点

独う

活ど

の
大
木

あ
や
し
い
人
々 

そ
の
３

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
に

関
す
る
国
か
ら
の
説
明

 

―
恫
喝
か
案
内
か
―

　

私
な
り
に
考
え
た
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
問
題
点
を
挙
げ
ま
す
。

　

当
院
を
含
め
過
疎
地
で
は
患
者

さ
ん
は
高
齢
者
が
多
く
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
紛
失
等
の
リ
ス

ク
が
高
い
こ
と
。

　

高
齢
者
は
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
紛
失
機
会
が

さ
ら
に
上
が
る
こ
と
。

　

現
在
で
も
介
護
施
設
の
職
員
に

伴
わ
れ
て
受
診
さ
れ
る
方
は
、
介

護
職
員
が
保
険
証
を
持
っ
て
い
た

り
、
入
所
さ
れ
て
い
る
方
で
は
入

所
先
に
保
険
証
を
預
け
て
い
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
今
ま
で
通
り
の

運
用
は
困
難
で
あ
り
、
非
常
に
不

便
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
（
時
折
問
題
と
な
る
介
護
職
員

が
利
用
者
の
資
産
に
手
を
出
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
を
誘
発
す
る
可
能

性
も
あ
る
こ
と
）。

　

情
報
は
デ
ジ
タ
ル
で
あ
り
現
行

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
十
分
と
は
言
え

ず
、
か
つ
、
ど
ん
な
に
セ
キ
ュ
リ

か
ら
義
務
化
は
時
期
尚
早
で
あ

り
、
義
務
化
の
撤
廃
と
従
来
の
保

険
証
に
よ
る
受
診
を
許
容
す
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

療
養
担
当
規
則
違
反
で
指
導
す
る

と
は
脅
迫
に
も
近
い
発
言
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。

テ
ィ
を
強
化
し
て
も
人
間
が
構
築

し
た
も
の
は
ハ
ッ
キ
ン
グ
可
能
で

あ
る
こ
と
。

　

す
で
に
情
報
漏
れ
に
対
す
る
保

険
商
品
も
出
て
き
て
い
る
（
情
報

は
漏
れ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
証
明
だ
）
が
、
希
望
し
な
い

者
に
と
っ
て
は
余
計
な
出
費
を
考

慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

　

問
題
が
生
じ
た
際
に
補
償
を
す

る
こ
と
は
な
い
と
い
う
国
の
態
度

か
ら
も
、
非
常
に
リ
ス
ク
が
高
い

こ
と
。

　

医
療
機
関
で
の
紛
失
で
な
く
て

も
、
医
療
機
関
で
紛
失
し
た
と
患

者
さ
ん
が
認
識
し
た
場
合
に
患
者

さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が
破
綻
す
る

の
み
な
ら
ず
紛
争
の
も
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
こ
と
。

　

現
行
導
入
さ
れ
て
い
る
先
生
の

意
見
で
も
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
い

る
各
種
デ
ー
タ
の
共
有
が
不
可
能

で
あ
っ
た
り
、
保
険
資
格
確
認
も

入
力
で
き
て
い
な
け
れ
ば
す
ぐ
に

確
認
で
き
な
い
な
ど
と
い
う
お
粗

末
な
も
の
で
、
来
年
４
月
よ
り
の

原
則
義
務
化
導
入
は
著
し
く
拙
速

で
あ
る
こ
と
。

　

高
齢
者
の
多
い
当
院
で
は
各
種

検
査
も
ご
本
人
に
他
院
の
デ
ー
タ

を
持
っ
て
来
て
い
た
だ
く
こ
と
が

容
易
で
あ
り
、
デ
ー
タ
共
有
メ
リ

ッ
ト
も
少
な
い
こ
と
。

　

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
上
に
各
種
機

器
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
に
も
乏
し

く
、
運
用
に
導
入
期
だ
け
で
な
く

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
か
か
る
現

時
点
で
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し

の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

　

と
、
問
題
点
が
多
数
あ
る
こ
と

　

私
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保

有
に
は
種
々
の
理
由
で
反
対
な
の

で
ま
だ
カ
ー
ド
の
申
請
は
し
て
い

な
い
。

　

来
年
４
月
以
降
に
保
険
証
と
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ

ナ
保
険
証
）
を
持
参
す
る
患
者
に

対
し
て
は
、
当
方
は
対
応
し
て
い

な
い
と
の
説
明
を
予
定
し
て
い

た
。
こ
の
制
度
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
推
進
活
動
の
一
環
で
あ
り
当
診

療
所
に
は
何
も
益
は
な
い
と
考

え
、
導
入
す
る
気
持
ち
は
全
く
な

か
っ
た
。

　

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
ア
カ
ウ
ン

ト
登
録
の
案
内
が
送
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
中
に
来
年
４
月
か
ら
こ

の
制
度
を
原
則
義
務
化
す
る
と
記

載
さ
れ
て
あ
っ
た
の
で
、
仕
方
な

く
登
録
し
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
申

し
込
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
方
法
に
つ
い
て
調
べ
た
。
制
度

の
内
容
を
理
解
し
て
い
く
と
、
マ

イ
ナ
保
険
証
以
外
の
資
格
確
認
も

一
瞬
で
可
能
に
な
り
、
導
入
費
用

が
な
け
れ
ば
診
療
所
に
も
有
用
性

が
高
い
と
わ
か
っ
た
。
特
に
保
険

証
が
新
し
く
発
行
さ
れ
る
月
の
月

初
め
で
は
、
確
認
、
保
険
証
の
ス

キ
ャ
ン
な
ど
受
付
業
務
は
結
構
い

そ
が
し
い
。
導
入
す
れ
ば
、
患
者

数
が
多
い
診
療
所
で
は
か
な
り
時

間
の
短
縮
に
な
る
。

　

保
険
医
協
会
は
こ
の
制
度
に
反

対
の
立
場
で
あ
る
が
、
私
は
逆
で

あ
る
。
転
記
な
ど
の
単
純
業
務
は

Ｐ
Ｃ
に
行
わ
せ
、
人
間
は
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
う
ま
く
活
用
す
る
か

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
関
連
Ｐ

Ｃ
業
者
（
ベ
ン
ダ
ー
）
が
す
べ
て

こ
の
設
定
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

レ
セ
コ
ン
（
レ
セ
コ
ン
付
き
電
子

カ
ル
テ
も
含
む
）
を
使
用
さ
れ
て

い
る
医
療
機
関
な
ら
簡
単
に
導
入

で
き
る
。
義
務
と
し
て
の
導
入
を

国
が
推
進
す
る
な
ら
、
導
入
費
＋

維
持
費
に
関
し
て
診
療
所
に
負
担

が
な
い
よ
う
に
、
む
し
ろ
保
険
医

協
会
も
そ
の
よ
う
に
運
動
を
す
べ

き
だ
ろ
う
。

　

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る

あ
る
診
療
所
で
、
発
行
さ
れ
た
ば

か
り
の
保
険
証
が
「
該
当
な
し
」

や
「
無
効
」
と
表
示
さ
れ
て
困
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。

義
務
と
責
任
は
セ
ッ
ト
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

不
具
合
は
来
年
４
月
以
降
に
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
レ
セ
プ
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
送
信
に
お
け
る
時
々
の

ア
ク
セ
ス
不
能
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
「
コ
コ

ア
」
の
不
具
合
へ
の
対
応
と
同
じ

で
国
の
責
任
感
の
な
さ
を
感
じ

る
。
ネ
ッ
ト
取
引
の
楽
天
や
ア
マ

ゾ
ン
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
お

こ
れ
ば
責
任
者
は
厳
し
く
罰
せ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

　

最
近
の
中
医
協
審
議
で
、
こ
の

制
度
を
「
療
養
担
当
規
則
に
記
載

す
る
」
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
は
導
入
し
な
け
れ
ば
保
険
医

剥
奪
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
も

し
、
来
年
の
４
月
に
少
数
の
手
書

き
以
外
の
診
療
所
に
対
し
て
導
入

困
難
と
い
う
理
由
で
こ
の
制
度
の

義
務
化
を
撤
回
す
れ
ば
、
上
記
文

章
は
恫
喝
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
し
、
義
務
と
し
て
実
施
で

き
た
な
ら
上
記
文
章
は
単
に
案
内

と
判
断
さ
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
で
国
と
医
師

と
の
信
頼
関
係
が
極
め
て
希
薄
に

な
っ
て
い
る
現
在
、
こ
れ
が
恫
喝

で
あ
っ
た
な
ら
、
お
互
い
の
信
頼

関
係
は
完
全
に
な
く
な
る
の
で
は

と
思
う
。

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

休業保障制度と所得補償保険
新型コロナも手厚く保障

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

ビジネスキーパーの休業損害補償
天災や火災、新型コロナによる休業損害に

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル※

ドクターに最適を提供します
秋の共済募集　　　　

好評受付中！

※ 積立年金DefL（デフエル）の秋の受付は「一時払」増額申込のみとなります。

　

孫
娘
が
大
学
生
と
な
り
、
本
を

所
望
し
て
き
た
。
選
ん
だ
本
を
見

る
と
、
日
本
語
訳
で
あ
る
が
、

「
フ
ロ
イ
ト
」
全
集
、「
ユ
ン

グ
」
全
集
、「
プ
ラ
ト
ン
」
全
集

で
あ
り
驚
い
た
。
本
は
全
て
持
ち

帰
っ
た
が
、
ふ
と
幼
稚
園
に
年
少

と
し
て
入
園
し
た
と
き
の
こ
と
を

思
い
だ
し
た
。

　

始
め
て
幼
稚
園
に
行
き
帰
っ
て

き
た
と
き
、
憮
然
た
る
顔
を
し
て

い
た
の
で
理
由
を
聞
く
と
、「
年

長
者
の
男
の
子
が
私
を
『
ち
び
』

と
言
う
の
よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
「
心
配
い

ら
な
い
よ
。
も
し
言
わ
れ
た
ら

『
山
椒
は
小
粒
で
も
ピ
リ
リ
と
辛

い
。
独
活
の
大
木
役
立
た
ず
』
と

言
い
な
さ
い
」
と
練
習
さ
せ
た
。

　

最
初
は
「
シ
ャ
ン
シ
ョ
は
コ
チ

ュ
ブ
で
も
ビ
ビ
リ
と
カ
タ
イ
」
だ

っ
た
が
、
練
習
し
て
い
る
と
上
手

に
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
今
度
「
ち
び
」
と
言

わ
れ
た
ら
今
の
言
葉
を
言
え
ば
よ

い
と
改
め
て
教
え
た
ら
、「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
こ
れ
何
の
こ
と
？
」
と

返
っ
て
き
た
。

　

こ
の
孫
の
母
親
（
私
の
娘
）
が

小
学
校
２
年
生
の
時
、
学
年
主
任

の
先
生
が
学
級
担
任
を
兼
任
さ
れ

た
と
私
に
報
告
し
た
の
で
、「
ベ

テ
ラ
ン
の
先
生
に
な
っ
て
い
た
だ

い
て
良
か
っ
た
ね
」
と
言
っ
た

ら
、
翌
日
娘
は
先
生
に
手
紙
を
出

し
て
、「
あ
の
ね
、
先
生
。
先
生

の
こ
と
、
父
に
話
し
た
ら
、
父
が

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
で
よ
か
っ
た
ね

と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
あ
の

ね
、
先
生
。
ベ
テ
ラ
ン
て
な
ー

に
」
と
書
い
て
い
た
。

　

そ
の
頃
、
時
間
の
「
分
」
の
フ

ン
と
プ
ン
と
の
使
い
分
け
を
尋
ね

ら
れ
た
が
、
小
学
生
に
は
無
理
と

思
い
、
言
葉
探
し
に
苦
労
を
し
、

し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
説
明
で
あ
っ
た

が
（
後
年
、
正
解
の
法
則
に
つ
い

て
高
砂
の
是
枝
哲
也
先
生
か
ら
ご

て
い
ね
い
な
解
説
を
賜
り
こ
の
新

聞
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

で
今
回
は
省
略
）、
娘
は
こ
ち
ら

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
汲
み
取

り
、
気
が
つ
い
た
ら
、
い
つ
の
間

に
か
、
い
っ
ふ
ん
、
さ
ん
ふ
ん
、

ろ
っ
ふ
ん
、
は
っ
ふ
ん
、
じ
っ
ふ

ん
は
修
正
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
で
悟
っ
た
こ
と

は
、
情
報
と
い
う
の
は
曖
昧
な
言

葉
で
あ
っ
て
も
伝
わ
る
時
は
伝
わ

る
が
、
こ
ち
ら
が
正
確
な
情
報
を

伝
え
た
つ
も
り
で
も
、
相
手
に
伝

わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
無
意
味
。
こ

ち
ら
が
悪
い
。
言
葉
の
選
択
の
勉

強
が
必
要
と
痛
感
し
た
。

　

そ
う
で
な
い
と
、
こ
ち
ら
が
独

活
の
大
木
と
な
る
。

　

あ
る
接
待
を
伴
わ
な
い
飲
食
店

に
て

Ａ
「
生
中
お
か
わ
り
！　

お
お

ー
！　

久
し
ぶ
り
！
」

Ｂ
「
お
お
ー
！　

久
し
ぶ
り
！　

コ
ロ
ナ
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
の

で
、
ち
ょ
っ
と
寄
っ
た
ん
や
。
僕

も
生
一
杯
！
」

Ａ
「
僕
の
診
療
所
は
ス
タ
ッ
フ
か

ら
５
人
陽
性
者
が
で
た
よ
。
み
ん

な
家
族
か
ら
の
感
染
や
っ
た
。
子

ど
も
か
ら
の
感
染
は
仕
方
な
さ
そ

う
だ
っ
た
け
ど
、
旦
那
さ
ん
か
ら

の
感
染
は
、
旦
那
さ
ん
の
こ
と
め

っ
ち
ゃ
怒
っ
て
た
！　

僕
は
、
コ

ロ
ナ
別
居
し
て
る
か
ら
怒
ら
れ
る

心
配
は
な
い
」

Ｂ
「
と
こ
ろ
で
、
内
閣
改
造
で
厚

労
大
臣
が
ま
た
加
藤
に
な
っ
た

ね
。
37
・
５
℃
以
上
で
４
日
間
我

慢
し
ろ
と
言
っ
て
た
！
」

Ａ
「
あ
れ
で
、
岡
江
さ
ん
手
遅
れ

に
な
っ
た
ね
」

Ｂ
「
あ
の
ウ
ソ
で
亡
く
な
っ
た
人

た
く
さ
ん
い
た
と
思
う
わ
。
今
か

ら
思
っ
た
ら
何
と
い
う
ウ
ソ
や
。

専
門
家
も
そ
の
ウ
ソ
に
付
き
合
っ

て
出
世
し
と
る
ん
が
い
る
」

Ａ
「
今
問
題
に
な
っ
て
る
統
一
教

会
関
係
で
も
ウ
ソ
つ
い
て
る
か
も
」

Ｂ
「
20
年
ほ
ど
前
に
、
山
崎
拓
と

い
う
政
治
家
が
い
て
、
愛
人
が
統

一
教
会
信
者
だ
っ
た
。
他
に
も
愛

人
が
い
て
、
本
を
出
さ
れ
て
暴
露

さ
れ
自
民
党
総
裁
に
な
れ
ん
か
っ

た
」

Ａ
「
そ
う
そ
う
。
そ
れ
で
選
挙
も

落
選
し
よ
っ
た
。
今
も
統
一
教
会

と
縁
切
れ
な
い
議
員
で
そ
ん
な
ん

い
る
と
思
う
な
あ
。
縁
切
っ
た
ら

暴
露
さ
れ
る
。
セ
ク
ハ
ラ
細
田
は

あ
や
し
い
！
」

Ｂ
「
35
年
前
の
こ
と
や
け
ど
、
西

宮
市
に
住
ん
で
い
て
赤
報
隊
事
件

が
あ
っ
た
。
朝
日
新
聞
阪
神
支
局

襲
撃
事
件
や
。
僕
と
同
じ
年
齢
の

新
聞
記
者
が
散
弾
銃
に
撃
た
れ
て

亡
く
な
っ
た
。
そ
の
容
疑
者
の
一

人
が
元
自
衛
隊
員
で
統
一
教
会
関

係
者
や
っ
た
ん
や
」

Ａ
「
え
え
ー
！　

そ
ん
な
時
か
ら

統
一
教
会
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
や
」

Ｂ
「
そ
う
や
ね
ん
。
そ
の
と
き
捜

査
員
に
兵
庫
県
警
の
上
層
部
が
捜

査
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
ん
や
」

Ａ
「
そ
の
と
き
に
、
き
っ
ち
り
捜

査
し
た
ら
、
赤
報
隊
事
件
も
解
決

し
て
、
霊
感
商
法
も
な
く
な
っ

て
、
今
回
の
事
件
は
な
か
っ
た
か

も
な
あ
」

Ｂ
「
統
一
教
会
系
銃
砲
店
が
全
国

に
数
十
も
あ
る
ん
や
、
第
２
、
第

３
の
事
件
が
起
こ
る
の
を
心
配
し

て
る
。
北
朝
鮮
と
も
関
係
し
て
る

よ
う
だ
」

Ａ
「
物
事
に
庶
民
は
一
喜
一
憂
す

る
。
学
者
は
研
究
す
る
。
政
治
家

は
利
用
す
る
。
安
倍
だ
け
で
な

く
、
北
の
政
治
家
も
利
用
し
て
る

か
も
」

Ｂ
「
僕
も
そ
う
思
う
」

Ａ
・
Ｂ
「
ビ
ー
ル
き
た
！　

か
ん

ぱ
ー
い
」
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院内感染対策の支柱は
標準予防策である
　コロナ禍にあっても院内感染対策
の支柱は標準予防策（Standard 
Precautions）である。
　その適応は、１）血液、２）血液
の混入の有無にかかわらず、あらゆ
る体液、排泄物、分泌物（汗は除く
が唾液は含まれる）、３）傷のある
皮膚、４）粘膜との接触であり、個
人 防 護 具（personal protective 
equipment／PPE）がその重要な予
防策の一つになる（図１）。
　ガウン・エプロンは気管や口腔吸
引の際に、また歯科処置などの際に
使用し、血液や唾液等が飛散する状
況においてはゴーグルやフェイスシ
ールド付きマスクが必須となる。マ
スクについては飛沫感染予防策でサ
ージカルマスクを、空気感染予防策
にはN95マスクを選択する。さらに
手袋の装着前後（処置前後）には手
指消毒を徹底する。ただしエンベロ
ープを有さないノロウイルスなどに
対してはアルコール消毒薬の効果が
期待できないため、石鹸による手洗
いが求められる（図２）。
　またPPEは患者ごとに交換する。
新型コロナウイルスの感染力は日を
こえて保持されると言われており１）、
翌日に同じPPEを装着することは避
けなければならない。

マスクのフィルター機能を示す
「ろ過効率」
　サージカルマスクのフィルター機
能を示すろ過効率には、VFE（Viral 
Filtration Efficiency／ウイルスろ過
効率）やBFE（Bacterial Filtration 
Efficiency／バクテリア〈細菌〉ろ
過効率）、PFE（Particle Filtration 
Efficiency／微粒子ろ過効率）が挙
げられる。
　VFEではウイルス懸濁液が、BFE
では細菌懸濁液（黄色ブドウ球菌）
が用いられ、 それぞれを粒子径
3.0µm程度のエアロゾル（飛沫核に
相当）に変化させた後にサンプルを
通過させて捕集効率を算出する。な
お実際のウイルス／細菌のサイズ
は、新型コロナウイルス（SARS-
CoV-2）で0.050‒0.2µm、インフルエ
ンザウイルスでは0.08‒0.12µm、結核
菌は長さ１～４µmで直径0.3～0.6µm
である。PFEでは約0.1µmの粒子（細
菌やウイルス自体ではなくポリスチ
レン粒子を使用）をサンプルに通過
させて捕集効率を算出する。N95は
アメリカ合衆国労働安全衛生研究所
（NIOSH）によって認可された規格
であり、空気動力学径0.3µmの塩化
ナトリウム（実際の粒子径は
0.075µmだが、不規則な形をした粒
子の直径を測ることは難しいため、
対象とする粒子と空気中で同じ挙動
を示す仮想的な水滴の直径に置き換
える必要があり、これを空気動力学
径という）の捕集効率試験が95％以
上であることを示している。
　滅菌後に使用する滅菌バッグは紙

の部分がフィルター構造になってい
るが、上記のようなろ過効率のデー
タは存在しない。ただし内部に陰圧
をかけなければウイルスなどが混入
する危険性はなく、そのような状況
は臨床上考えられない。しかし滅菌
バッグが濡れてしまうと細菌でも容
易に通過する恐れがあるため十分に
注意する。

COVID-19とN95マスク
　COVID-19でN95マスクを装着する
要件は国によって、また地域の感染
状況によって異なる（図３）２）。例
えばゼロコロナ政策を掲げる中国で
は写真撮影時にもN95マスクの着用
が推奨されている。N95マスクの着
用はウイルス排出量に合わせて考え
るべきだが、重症急性呼吸器症候群
（SARS）の場合は発症から１週間
程度でウイルス排出量がピークにな
るのに対してCOVID-19ではそのピ
ークが発症２日後であり、発症前か
ら高いレベルでウイルスが排出され
ている恐れがあるため、装着のタイ
ミングを決めるのが難しい３）。
　エアロゾルが発生する処置の際に
は必ずN95マスクを装着するといっ
た考え方も成立するが、医療資源は
無尽蔵ではないため、歯科診療にお
けるN95マスクの使い方を一概に決
定することは困難である。

COVID-19と口腔ケア
　インフルエンザウイルスの最表層
にはエンベロープという膜状構造物
があり、その表面には糖蛋白である
ヘマグルチニン（hemagglutinin／
HA）が存在する。エンベロープが
気道上皮の細胞膜に融合し、ウイル
スが細胞質内にRNAを放出（脱殻）
するためには、HAが開裂する必要
がある。Porphyromonas gingivalis 
などの歯周病菌はプロテアーゼを産
出してHAの開裂に寄与しており、
プラークコントロールによって歯周
病菌を減少させると集団のインフル
エンザ発症率を10分の１程度まで低
減できるとの報告がある４）。
　一方、SARS-CoV-2の最表層にも
エンベロープがあり、その表面には
糖蛋白であるＳ（Spike）蛋白質が
存在する。ウイルスが細胞内に侵入
する際にはＳ蛋白質が宿主細胞の
ACEⅡ受容体と結合するが、そのた
めにはTMPRSS2（Transmembrane 
protease serine2）などのプロテア
ーゼが必要になる。TMPRSS2は舌
苔に蓄積しておりCOVID-19対策に
おいても口腔ケアの重要性に期待が
高まっている。
　なお、アンジオテンシンⅡ受容体
阻害薬（ARB）やアンジオテンシン
変換酵素阻害薬（ACE阻害薬）は
SARS-CoV-2が宿主細胞に侵入する
ための受容体であるACEⅡ受容体を
増加させるため、これらの薬剤が処
方されている患者はSARS-CoV-2への
感染リスクが高いと言われている２）。
また大阪公立大のチームは、唾液に
含まれる特定の蛋白質である「ヒス

図１　名古屋市立大学　歯科口腔外科外来での標準予防策

図２　エンベロープウイルスとノンエンベロープウイルス

図３　処置内容別の推奨マスク（歯科訪問診療における
感染予防策の指針2021年版より２）） 　　
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Ｂ型肝炎 SARSコロナ パピローマ ピコルナ
水痘・帯状疱疹 MERSコロナ ヒトパピローマ Ａ型肝炎

Ｃ型肝炎 ロタ
Ｄ型肝炎 ポリオ
インフルエンザ
エボラ

アルコール消毒で対応可 石鹸による手洗いが必要

・PPEは患者ごとに交換する。 
・ 治療前後（手袋の装着前後）
には手指消毒を徹底する。 

　＋石鹸による手洗い
PPEの装着 口腔外バキュームの活用

トンH2A」と「好中球エラスター
ゼ」がＳ蛋白質とACEⅡ受容体の結
合を阻害すると国際科学誌に発表し
た５）。

引用文献
１）日本リスク学会HPより http://
www.sra-japan.jp/cms/
２）一般社団法人日本老年歯科医学
会．歯科訪問診療における感染予防
策の指針 2021年版．老年歯学 36
（１）2021．
３）Kwang Su Kim, Keisuke Ejima, 
Shoya Iwanami, et al. A quantitative 
model used to compare within-host 

SARS-CoV-2, MERS-CoV and SARS-
CoV dynamics provides insights into 
the pathogenesis and treatment of 
SARS - C o V -2. P LOS B i o l o g y . 
DOI:10.1371/journal.pbio.3001128
４）君塚隆太，阿部修，足立三枝
子，他．高齢者口腔ケアは，誤嚥性
肺炎，インフルエンザ予防につなが
る．日本歯科医学会誌 26；57-61, 
2007．
５）メディファックスダイジェスト 
2022年７月８日号
（７月13日、第８回病院歯科懇談会
より）

病院歯科における院内感染対策の現状と課題
―新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策を中心に―
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兵庫県保険医協会

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

今後の研究会・行事予定

「北摂・丹波支部」総会記念講演
テーマ  新型コロナウイルス感染症の現在－いま

分かっているウイルスの特徴と治療法－
日 時  10月1日（土）　午後6時30分～
会 場   三田市・キッピーモール６階まちづくり

協働センター講座室（オンライン併用）
講 師   神戸市立医療センター中央市民病院感染症科副医長 

黒田 浩一先生
来場定員  30人　参加費  無料

県下各地の行事

10
月
の
診
内
研

申し込み

もともと内科医であった演者にとって小児診療は、診察しにく
く、急変が多い学びにくい診療科でした。しかし、内科医時代の
経験は、こどもをみる時にも、病歴と身体診察を重視した臨床推
論や風邪とその周辺疾患の理解にそのまま活かすことができてい
ます。むしろ、こどもの診療であっても腹部診察や心臓聴診にお
いては、内科医のほうが有利ではないかと思います。
一方、バイタルサインの解釈や小児特有の疾患については改めて
理解しておく必要があります。成人では稀な病態である開腹歴の
ないイレウスや急な呼吸不全からの心停止を小児では念頭に置く 
必要があります。出生歴やアレルギー歴もより重要です。それに
加えて、思春期の診療では、内科医も小児科医も苦手な人が多
い、難しい分野ですからそれぞれの連携が必要です。
今回のセミナーでは、内科医としての経験をどのように小児科診
療に役立てるのかをお話ししたいと思います。 【児玉 記】

第560回診療内容向上研究会

内科医のスキルを使ったこどもの診療
日 時  10月22日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
　　　 ※講師は来場せず現地からZoomによる講演となります。
　　　※ 会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願いしておりま

すが、インターネット環境その他でZoom視聴が困難な場合はご来場ください。
講 師   和歌山県岩出市・医療法人明雅会 こだま小児科　児玉 和彦先生

右のURLまたはQRコードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://is.gd/8qxFA1 078-393-1820FAX

来場参加 ※Zoom視聴が困難な方等

無 料

Zoom視聴のお申し込み

歯科の行事
「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」施設基準研究会
第1部  「歯初診」
第2部  「外来環」「歯援診」「か強診」施設基準対応研修
日 時  11月27日（日）　午後2時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   市立伊丹病院歯科口腔外科 科主任部長 

太田 嘉幸先生
定員  80人　参加費  1,000円（受講証発行します）

「淡路支部」ミニ勉強会
日 時  10月11日（火）　午後8時30分～
会 場    （リモートミーティング）
話題提供  粟田 哲司先生

「西宮・芦屋支部」市民公開講演会
テーマ  混乱の時代を生きるためのファクトチェック
日 時  10月8日（土）　午後2時30分～
会 場   西宮市立勤労会館大ホール
講 師   NPOメディア「InFact」編集長、大阪芸術大学短

期大学部客員教授 立岩 陽一郎氏
参加費  無料

「北摂・丹波支部」接遇研修会
テーマ  コロナ禍での接遇のポイント

－クレーム対応も含めて－
日 時  10月22日（土）　午後3時～
会 場   三田市・総合福祉保健センター
講 師   マネジメントコンサルタント 松田 幸子氏
定 員  50人
参加費  1,000円（受講証発行します）

「神戸支部」総会記念講演
テーマ  抗菌薬の考え方、使い方－コロナの時代の差異－
日 時  10月15日（土）　午後3時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   神戸大学医学部附属病院感染症内科教授 

岩田 健太郎先生

「北阪神支部」総会記念講演
テーマ  新型コロナワクチンの効果、有効性と副反応
日 時  11月5日（土）　午後3時～
会 場   伊丹シティホテル
講 師   大阪大学免疫学フロンティア研究センター

招聘教授・大阪大学名誉教授 宮坂 昌之先生

「第591回」
テーマ  プライマリ・ケア外来診療をちょっと

おもしろくするいくつかの臨床的方法
日 時  11月26日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   医療福祉生協連家庭医療学開発センター

センター長 藤沼 康樹先生

診療内容向上研究会

第426回医院経営研究会
テーマ 年末調整の知識と実務
日 時  11月19日（土）　午後2時30分～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   協会税務講師団 田口 智弘税理士
参加費  3,000円（医経研会員は無料）

薬科部　研究会
テーマ  ママに優しい漢方薬
日 時  11月19日（土）　午後4時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   大阪市・さかざきこどもクリニック院長

坂﨑　弘美先生
参加費  1,000円（会員無料）

歯科定例研究会
テーマ  質の高い歯科衛生士業務の実践－院内で取

り組む歯周基本治療からSPTの要点－
日 時  12月11日（日）　午後2時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   ㈱T style代表取締役 歯科衛生士 十時 裕子氏
来場定員  80人　参加費  無料

地域医療部　第41回在宅医療研究会
テーマ  神戸市における新型コロナウイルス感染症

の自宅療養・入院待機者への訪問看護
日 時  11月5日（土）　午後3時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   医療法人社団慈恵会北須磨訪問看護・リハビリセン

ター所長、慢性疾患看護専門看護師 藤田 愛氏
来場定員  40人　参加費  無料

日 時  10月2日（日）　午前10時～午後3時
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
プログラム  保険診療、窓口業務、診療報酬・レセプト解説ほか
来場定員  40人（満席となりました）オンライン100人
参加費  1人7,000円（テキスト・資料代含む）

保険請求事務講習会(医科診療所・初級)
その他 研究会・セミナー

無 料

会 員

歯科部会 10月歯科定例研究会

体の“なぜ？”を考察する
～歯周病編～
日 時  10月23日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   ヨーロッパ歯周病学会【EFP】歯周病専門医 福井 秀和先生
定 員  80人（事前申込順）

078-393-1802FAX078-393-1809☎お申し込みは

Zoomによる視聴希望の方 ysng@doc-net.or.jp 事務局・吉永宛

第425回 医院経営研究会

スタッフ採用のポイント
～働きやすい職場をめざして～
日 時  10月22日（土）　午後2時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師   特定社会保険労務士 嶺山 洋子氏（トータル人事・労務オフィス代表）
参加費  3,000円（医経研会員は無料）

お申し込みは
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://bit.ly/3PtwFe1
Zoom視聴の
お申し込み

078-393-1820FAX

入会随時受付
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兵庫県保険医協会

元町駅から南徒歩10分兵庫県農業会館向かい
神戸市中央区海岸通１丁目２－３１　神戸フコク生命海岸通ビル
　お問い合わせは 078－393－1801☎

兵庫県保険医協会
会　場

申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

これからの研究会・行事のご案内

受験対策セミナー

難関中学　医学部・歯学部受験
来年度入試の動向と各学年の対策

兵庫県保険医協会主催/医学部受験・MEP協力

078-393-1802FAX

兵庫県保険医協会組織部 ☎078-393-1817 荒川まで
お問い合わせは

お申し込み

日 時  10月16日（日）　午後1時～
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室
講 師  MEP（塾・家庭教師）講師

①中学受験 午後1時～　「入試までに弱点克服！勉強法」

②医・歯学部受験 午後2時～　「来年度入試の動向と学年別の学習法」

③個別相談会 午後3時～　（希望者のみ）

無 料

078-393-1802FAX

医科 ☎078-393-1817 杉本／歯科 ☎078-393-1809 本田まで
お問い合わせは

お申し込み

新規開業医研究会

最低限知っておくべき新規指導対策、
保険請求、税務経営の基礎知識

日 時  10月23日（日）　午前10時～午後5時
会 場  兵庫県保険医協会会議室
参加費   5,000円（昼食・資料代含む） 

 ※未入会の方は、入会の上ご参加ください

（午前） ［１］新規個別指導対策　［２］保険診療と保険請求の要点

（午後） ［３］新規開業に必要な税務の知識　［４］開業時の労務
テーマ

薬科部研究会

検査値の読み方 無 料

会 員

日 時  10月1日（土）　午後4時～
会 場  神戸元町レンタルスペースジェム 3階A-1 大会議室
講 師  地方独立行政法人長野県立病院機構理事長、信州大学名誉教授　本田 孝行先生
来場定員   40人

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため必ず事前にお申し込みく
ださい。お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

参加費  1,000円

Reversed Clinico-pathological Conference (RCPC)は検査値を読む
ための教育技法の1 つで、検査値のみで患者の病態を検討する。現病
歴、現症などのバイアスを受けずに、検査値だけで患者の病態を探る。
今回の講演では、最初に信州大学方式の検査値の読み方を解説し、その
後、健康診断の時系列ルーチン検査データを解説する。 【本田 記】

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://bit.ly/3Q2dsQZ

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

仏教・医療から考える
“生きづらさ”の支えかた

地域医療部・尼崎支部・文化部共催

落語＆トークの夕べ

日 時  10月1日（土）　午後5時～7時（午後4時30分開場）
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
出 演  

落語家・天台宗「道心寺」住職。2005年露の団四郎に
入門。主に古典落語・自作の仏教落語に取り組んでい
る。2021年尼崎市に「道心寺」を開山。年間250席以
上の高座と仏教のPRを両立し全国を奔走。好きな言葉
は「一隅を照らす」（伝教大師・最澄上人）

精神科医。こう心療クリニック（京都市下京区）院長。
1990年神戸大学医学部卒。2011年から兵庫県精神保
健福祉センター参事、兼、兵庫県立知的障害者更生相談
所参事。2022年5月こう心療クリニック開院

露
つ ゆ

の団
ま る こ

姫さん

高
こ う

 宜
う い

良
り ゃ ん

さん

後 援   兵庫県／神戸市／神戸新聞社／朝日新聞神戸総局／ 
  読売新聞神戸総局／毎日新聞神戸支局／産経新聞社／ 
  サンテレビジョン／ラジオ関西

無 料

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://bit.ly/3vVyGc1

078-393-1802FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

医療経営特別セミナー

医師の資産価値の守り方
～インフレや相続税に備える～
日 時  10月1日（土）　午後2時～
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師  野村ヘルスケア・サポート＆アドバイザリー株式会社 事業統括本部長・

税理士　清野 修氏
野村證券株式会社 投資顧問事業部　浜田 充啓氏

申し込み https://onl.la/DJZE3q5

Zoom視聴のお申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

078-393-1802FAX来場参加

無 料

歯科訪問診療対策研究会＆第29回歯科臨床談話会

歯科訪問診療の保険請求・介護保険請求のポイント

コロナ禍での歯科訪問診療の実際

午後1時30分～2時25分
講 師  伊丹市・かわむら歯科 川村 雅之先生
午後2時30分～4時30分　－第29回歯科臨床談話会－

内 容   ①施設での口腔ケアを始めて 
  　話題提供：南あわじ市・ケイ歯科クリニック　佐藤 圭先生 
  ②歯科訪問診療における全身評価と口腔機能低下症への対応（仮）
  　講師：ときわ病院歯科口腔外科部長　内橋 康行先生

日 時  10月16日（日）　午後1時30分～4時30分
会 場  兵庫県保険医協会５階会議室

無 料

078-393-1802FAX

お問い合わせは

お申し込み

協会歯科部会 ☎078-393-1809 本田まで


